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室の換気回数 0.5 回/h を満たしている住宅が少ない
ことや，フィルターや防虫網のメンテナンス不足に
よる風量低下が確認されたケースが報告されており
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表 1 に対象住宅の概要を示す．2 件ともに秋田県
由利本荘市に建設された木造 2 階建ての住宅である．
写真 1 給排気口の風量測定． 
写真 2 室内 CO2濃度測定． 
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B 邸は 2004 年に竣工し，居住者が 4 名，延床面積が
266.1m
2と規模の大きい住宅である．K 邸は 2013 年
9 月に竣工したばかりの新しい住宅で，居住者が 4
名，延床面積が 138.4m2である．熱損失係数（Q 値）




基準の基準値 2.0cm2/m2を満たしている．3 K 邸で
は実測値がないものの設計目標値は 1.0cm2/m2 であ
る．よって，2 件ともに断熱・気密性能が高いと言





はじめに，B 邸について述べる．写真 3 に自然給
気口を，写真 4 に 1 階の排気口を示す．自然給気口
は開閉可能であり，1 階の外壁面に 3 ヶ所，2 階の外
壁面に 4 ヶ所設置されている．排気については，1
階がダクト式，2 階が局所式で，1 階の排気口は 6 ヶ
所，2 階は 4 ヶ所である．1 階の排気口には，写真 5
に示した開口面積の可変装置が付いており，8 枚の
羽根を全て広げると開口面積は最小となり，羽根を


















図 1 に，B 邸における給気口および排気口の風量
と住宅全体の換気回数を示す．測定条件は，現状（1
階強制排気設備を弱運転，トイレと台所の排気口の
開口面積を羽根 4 枚分，それ以外の 1 階排気口の開
口面積を最小，2 階強制排気扇を停止）と，換気量
が最大となる条件（1 階強制排気設備を強運転，全
写真 4 1 階排気口（B 邸，設置位置：天井面）． 
写真 3 自然給気口（B 邸，設置位置：壁面）． 
写真5 1階排気口の開口面積可変装置（B邸）． 
表 1 対象住宅の概要 
※ B邸は 2013年 1月の実測値． 




















と 110m3/h から 240m3/h まで上昇するが，排気口風
量から算出した住宅全体の換気回数は，前者（現状）
が 0.2 回/h，換気量が最大となる後者であっても 0.4
回/hで，基準で定められた 0.5回/hを下回っており，
換気不足による室内空気汚染等が懸念される． 
 次に、K 邸について述べる。写真 6 に給気口を，
写真 7 に排気口を示す．給気口は，1 階の天井面に




標準の 2 条件である． 
居住者からのヒアリングによると，K 邸では，2013









図 2 に，K 邸における給気口および排気口の風量
と住宅全体の換気回数を示す．測定条件は，運転モー
ドをパラメータとした 2 条件である．弱運転の場合，






気回数は，弱運転（現状）では 0.3 回/h で，基準で
定められた 0.5 回/h を下回っていたが，標準運転で
は 0.5 回/h に達していた． 
 給気量と排気量のバランスについて見ると，換気
量が最大となる運転条件であっても，第 3 種換気の













K 邸 ( 第 1 種換気 )
換気回 数 (→)*

















































写真 7 排気口（K 邸，設置位置：天井面）． 
写真 6 給気口（K 邸，設置位置：天井面）． 
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図 3 に，2014 年 4 月 14 日～5 月 25 日の B 邸の
CO2 濃度を示す．中央値は，1 階居間が 600ppm，2
階寝室が 670ppm であった．居住者は 1 階を中心に
生活しているが，対象住宅は規模が大きいにも関わ
らず居住者数が 4 名と少ないため，居間の CO2濃度
が 1000ppm に達することはなかった．一方，寝室で
は 1000ppm を超えている時間帯があるが，これは 2
階の強制排気扇を停止しており，2 階の換気量が少
なく，就寝時にCO2濃度が上昇していたためである． 
図 4 に，2014 年 5 月 22 日～7 月 16 日の K 邸の
CO2濃度を示す．中央値は 1 階居間，2 階寝室とも
に 800ppm であった．最高値は居間が 2000ppm 強，
















分かった．写真 9 は，写真 8 の状態から埃を掃除機
で除去した後のフィルターの状況である．隣の新品
のフィルターと比較すると，油が付着して変色し，






















図 4 居間と寝室の CO2濃度（K 邸）． 
写真 8 排気口フィルターの状況（B 邸，台所）． 
写真 9 排気口フィルターの状況（B 邸，台所）． 
（左：新品，右：設置済み(埃の除去後)） 
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 図 5 に，B 邸および K 邸の排気口フィルター清掃
前後の排気口風量を示す．前回の清掃からの経過時





































宅全体の換気回数は，B 邸が 0.2 回/h，K 邸が 0.3
回/h で，両邸とも基準で定められた 0.5 回/h を
写真 10 排気口フィルターの状況（K 邸）． 


























（B 邸，K 邸）． 
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6) 第 3 種換気の B 邸では建物の隙間からの漏入量
が多いと推察され，給気量と排気量の差が大き
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Study on Performance Evaluation of Mechanical 
Ventilation Systems for Occupied Houses. 




1 第 1 種換気とは，送風機を用いて強制的に給気お
よび排気を行う換気方式である． 
2 第 3 種換気とは，送風機を用いて強制的に排気を
行うと同時に，給気口から自然給気を行う換気方式
である． 
3 次世代省エネルギー基準とは，平成 11 年 3 月に
改正された「住宅に係るエネルギーの使用の合理化
に関する建築主の判断の基準」（通商産業省・建設省
告示第 2 号）である． 
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Field Survey on the Design and Operation of Mechanical Ventilation System for 
Houses in Akita Prefecture 
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Installation of a mechanical ventilation system in new houses has been required since 2003 to prevent sick house/building 
syndrome. During the 10 years since this mandate, various systems have been installed in houses to accommodate the design 
type. However, low ventilation rates and decrease in the airflow rate due to lack of ventilation system maintenance have been 
reported in previous studies. Particularly in cold, snowy regions with strong winds such as Akita Prefecture, many insulated 
and air-tight houses have been constructed. Such structures carry a high possibility of indoor air pollution and condensation 
due to the lack of ventilation. Therefore, a field survey on the design and operation of mechanical ventilation systems for 
houses in Akita Prefecture has been conducted in the present study. Four designers participating in the study reported that 
many designers adopted a forced supply and exhaust system to reduce heat loss in winter and to maintain a good balance 
between the rates of supply and exhaust airflow. To enhance the resistance to wind of natural air supply openings in regions 
with strong wind, some designers adopted an outdoor hood with high wind resistance and installed air supply openings inside 
the vent layer in the exterior wall. Measurements in two houses revealed that closing the ventilation openings and changing 
the operation mode in winter reduces the ventilation rate. Moreover, a decrease in the supply airflow rate of the forced exhaust 
system, a low ventilation rate, an increase in CO2 concentration caused by the shutdown of the ventilation system in the 
middle of the season, and a decrease in the ventilation rate caused by a lack of maintenance were detected. 
